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第５２回企画展「八潮はじまりのムラ」 

1月 25日（土）から 3月 9日（日）まで、八潮市立資料館（八潮市南

後谷 763番地 50）において、第 52回企画展／東部地区文化財担当者会 40

周年記念リレー展示「八潮はじまりのムラ」を開催します。 

 

１ 開催の目的 

東部地区文化財担当者会が共通テーマとして調査研究してきた東部地区の

奈良時代・平安時代について、その研究成果を広く市民の皆様に知っていた

だくことを目的に本展覧会を開催します。 

 

２ 内容 

今からおよそ 1200年前の平安時代、八條地区に一つの集落が誕生し、八潮

での人びとの生活がここからはじまりました。どんなものを使い、どのよう

なくらしをしていたのか、近隣市町の情報も交えて紹介します。 

 

３ 関連事業 

⑴  担当職員による展示解説 

第 1回 2月 1日（土）午後 2時～3時 

第２回 3月 2日（日）午後 2時～3時 

 

⑵  東部地区文化財担当者会 40周年記念リレー講演会 

「考古学から埼玉県東部地区の奈良時代・平安時代を考える」 

 2月 23日（日）午後 1時 30分～午後 5時 

 定員 70名 

 申込 1月 15日（水）より資料館窓口・電話・電子申請で受付 

 

 



４ 見解 

  平安時代は色鮮やかな十二単や寝殿造の建物など貴族の雅な生活をイメー

ジしがちですが、都から遠く離れた八潮周辺では、人びとはどのようなくら

しをしていたのか、八條遺跡での調査成果を中心に紹介します。 

 

 

５ 添付資料 

第 52回企画展／東部地区文化財担当者会 40周年記念リレー展示 

「八潮はじまりのムラ」チラシ 

 






